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保育所の自己評価 

川崎市白山保育園 

「保育所の自己評価」とは「保育所保育指針」に基づき、保育の質の確保・向上を図ることを目的

に、全職員の共通理解のもと、保育士及び保育所が自ら行う「保育内容の評価」です。評価の結果を

もとに、組織としてよりよい保育に向けた改善を行い、さらなる保育の充実に向けた取組を行ってい

ます。 

以下の観点と評価項目に沿って自己評価を行いましたので、結果をお知らせします。 

 

 ○「保育所の自己評価」の記入のしかた 

 A・・・十分に取り組んでいる         B・・・概ね取り組んでいる  

C・・・取り組んでいるが十分ではない     D・・・取り組めていない 

 

Ⅰ 保育の基本的理念と実践に係る観点 

評価項目 評価 評価項目 評価 

全
て
の
子
ど
も
の
最

善
の
利
益
の
考
慮 

職員は、一人一人の子どもの気持ちに配慮し子ど

もの人権を尊重している。 
 子どもを尊重した保育の提供について共通の理解

を持つための取組を行い、十分に配慮している。 
 

個人情報保護について職員全体で確認し、十分に

配慮している。 
 虐待の防止や不適切な養育等が疑われる子どもの

早期発見のための取組を行っている。 
 

子
ど
も
の
理
解
・
保
育
の
ね
ら
い
及
び
内
容
・
保
育
の
環
境
・
保
育
士
等

の
子
ど
も
へ
の
関
り 

子ども一人一人を受容し、その発達の過程や生

活環境などの理解を深めて働きかけや援助が行

われている。 

 様々な人間関係や友達との協同的な体験ができ、

生活が豊かになるような環境が整備されている。 
 

子どもが主体的に活動し、自分を表現し、友達の

表現を受け入れる力が育つように支援している。 

 特別な配慮が必要な子どもの保育にあたっては、

他の子どもとの生活を通して共に共感、成長でき

るように援助している。 

 

保育時間の長い子どもが落ち着いて過ごせるよ

うな配慮をしている。 

 
 

異年齢の子どもともふれあいや交流を通し、楽し

く遊べるような配慮をしている。 
 

子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれるような

雰囲気作りに配慮している。 

 食事のメニューや味付けなど、子どもの状況を職

員と共有し工夫している。 
 

子どもの個人差や体調、文化の違いに応じた食事

（アレルギー対応を含む）を提供している。 

 保育所の食育に関する取組を保護者に伝える活動

をしている。 
 

怪我や病気を防止するため、日頃から身の回りの

危険について子どもに伝えている。 

 健康診断や歯科健診の結果について、保護者や職

員に伝達し、それぞれの保育に反映させている。 
 

定期的に子どもの呼吸・体位・睡眠状態を観察し、

睡眠時チェック表に記入している。 

 休息（昼寝も含む）の長さや時間帯は子どもの状況

に配慮している。 
 

子どもが基本的な生活習慣を身に付け、積極的に

身体的な活動ができるよう援助している。 

   

育
ち
の
見
通
し
に
基
づ
く
保
育 

  全体的な計画は、保育理念、保育方針、保育目標

に基づき、子どもの発達過程を踏まえて、教育・

保育の「ねらい」「内容」が総合的に展開される

よう編成されている。（職員の参画のもとに作成

している） 

 指導計画を作成するにあたっては、一人ひとりの

子どもの発達過程や状況、クラスの実態について、

職員の共通認識のもとに作成している。 

 

一人一人の子どもの発達状況、月や期の目標、保

育の実態について職員間で定期的に話し合う機

会を設けている。 

   

Ⅱ 家庭及び地域社会との連携や子育て支援に係る観点 

評価項目 評価 評価項目 評価 

入
所
す
る
子
ど
も
の
家
庭
と
の

連
携
と
子
育
て
支
援 

日常的に家庭での子どもの様子を保護者との対

話を通し確認し、子どもが健康で安全に生活で

きるようにしている。 

 園での様子を伝え家庭での様子を聞く等 家庭と

連携し、子どもの育ちを保護者と共に考え、共有し

ている。 

 

保育所の保育に関して、保護者の考え方や提案を

聴く機会を設け、相互理解を図るように努めてい

る。 

 就学がスムーズに行われるよう、保育の方法や保

護者との関わりに配慮している。 
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地
域
の
保
護
者
等
に
対
す
る
子
育
て
支
援 

地
域
に
お
け
る
連
携 

・ 

交
流 

 

一時預かり保育のための環境が整備され、保育内

容や方法に配慮している。 

            ＊実施園のみ 他は斜線 

 地域子育て支援センターの役割を理解し、子育て

の知識や経験、職種の専門性を生かした支援を行

っている。 

 

地域社会に対して、保育所に関する情報を開示し

ている。 

 地域・関係機関との共通の課題に対して、解決に向

けて協同し、具体的な取組を行っている。 
 

地域の子育て支援の拠点となるために、保育園が

有する機能を地域に提供し、地域の子育て支援ニ

ーズを把握・連携するよう努めている。 

 地域住民と交流を図り、協力して利用者が自ら子

育てをする力を発揮できるよう支援している。 
 

近隣の小学校の子ども同士の交流活動や情報共

有等、連携を図っている。 

 近隣の保育園、幼稚園等との交流活動や情報共有

等、連携を図っている。 
 

Ⅲ 保育の実施運営・体制全般に係る観点 

評価項目 評価 評価項目 評価 

組
織
と
し
て
の
基
盤
の
整
備 

・ 

社
会
的
責
任
の
遂
行 

・ 

健
康
及
び
安
全
の
管
理 

 
 

職
員
の
資
質
向
上 

 
 

 
 

 
 

 園長は、保育理念・運営方針について、具体的

な内容となるよう明文化し、職員の理解が深ま

るような取組を行っている。 

 保育理念・運営方針について、保護者の理解が深ま

るような取組を行っている。 

 

 

園長は、自らの役割と責任を職員に対して、会議

や運営方針で表明している。 

 保育の質の向上に意欲を持ち、その取組に指導力

を発揮している。 
 

職員間の共通理解と協同性を高め、組織向上のた

めの取組を行っている。 

 運営や業務の効率化と改善に向けた取組に指導力

を発揮している。 
 

組織運営と保育内容について、定期的に評価を行

う体制を整備している。 

 苦情解決の仕組みが確立され十分に周知・機能し

ている。 
 

遵守すべき法令・規範・倫理等を正しく理解する

ための取組を行っている。 
 

緊急・事故防止・災害時における安全計画を作成

し、子どもの安全確保のための体制を整備する取

組を行っている。 

 

職員の育成・評価・報酬が連動した人材マネジメ

ントを行っている。 

 保育に関わる全ての職員（会計年度任用職員・委託

職員等）と連携を取るための取組がなされている。 
 

実習生の受入れと育成が積極的に行われている。  職員の教育・研修に関する基本姿勢が明示され参

加機会が確保されるよう努めている。 
 

職員の就業状況や意向を把握し、必要があれば改

善する仕組みが構築されている。 

   

【総評】 

 
◎令和５年度は「子どもの主体的な活動」と「心と身体のしなやかな育ち」を大切に保育を進めてきました。子

どもの育ちを１本の木にたとえ、丈夫な根をはり、のびやかに枝を伸ばしながらたくましく育っていけるよう、

また一人一人がその子らしい花を咲かせるよう、保護者の皆様と一緒に子どもの育ちを見つめてきました。 

・「子どもの主体的な活動」を支えるために、一人一人の子どもの理解に努め、職員間でエピソードを共有し、学

びあいながら保育を工夫し、保育環境を整えてきました。また、コロナ禍での学びを活かして子どもにとってよ

り良い活動や行事となるよう検討を重ねてきました。 

・「心と身体のしなやかな育ち」を支えるために、「楽しかった」「またやってみたい」と思える遊びや活動の工夫

をしてきました。園全体でリズム遊びに取り組み、運動の楽しさや、体を動かす心地よさの感覚を養うことを大

切にしながら身体づくりを行ってきました。また、運動会や発表会では、それぞれのクラスが子どもの興味や日々

の生活や遊びの中での発見をもとに活動し、のびのびと表現する中で、友達や保育者と一緒に満足感や達成感を

味わい、心と身体の育ちにつなげてきました。 

・子ども一人一人の育ちや興味、関係性を大切にしながら日々の遊びや生活を組み立て、クラスを超えて、散歩

や遊びの場など自然な形で異年齢での関わりが持てるよう職員間で連携し進めてきました。 

・地域に開かれた保育園として、子育て世帯へアプローチし保育園の環境と人材を活かした子育て支援を進める

とともに、地域の特性を活かし、多世代交流の場を広げてきました。 

◎令和６年度も、保護者の皆様と一緒に子どもたちの育ちを支えていけるよう、保護者の皆様の声を受け止め、

職員間での学びを深め、保育の質を高めていきます。また、子どもを取り巻く環境が多様化する中で、一人一人

に寄り添い、より良い保育園生活が送れるよう努めるとともに、保育園が地域の交流の中心となり子育て世帯を

支えていけるよう取組を充実させていきたいと思います。 
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